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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

群
馬
教
区
宗
務
所
長
　
　
　
　
　
　

三
浦
　
祐
俊

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
五

年
の
希
望
に
輝
く
新
春
を
迎
え
、
檀
信
徒
の
皆
様
に
は
ご

家
族
ご
親
族
揃
っ
て
、
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
事
と
拝

察
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
か
ら
四
年
目
を
迎
え

て
も
、
い
ま
だ
収
束
は
見
通
せ
ず
、
ま
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
世
界
的
事

案
の
発
生
、
さ
ら
に
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
と
そ

の
影
響
に
よ
り
発
生
す
る
自
然
災
害
な
ど
、
な
か
な
か
先
が

見
通
せ
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
事
態
が
ど
の
よ
う
な

方
向
に
進
む
に
し
て
も
、
天
台
宗
徒
・
檀
信
徒
と
し
て
今
を

生
か
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
、
心
を
新
た
に
、
お
大
師
様
の
ご

遺
徳
を
偲
び
、
報
恩
謝
徳
の
心
を
持
っ
て
、
置
か
れ
た
状
況

の
中
で
最
善
を
尽
く
し
て
日
々
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
悔

や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
三
月
三
十
一
日
を
以
て
十
一
年
に
わ
た
り
天

台
宗
で
展
開
し
て
お
り
ま
し
た
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
も
結

願
を
迎
え
ま
す
。
群
馬
教
区
で
は
、
良
き
結
願
を
迎
え
た
く

そ
の
掉
尾
を
飾
る
宗
祖
大
師
様
の
一
千
二
百
年
大
遠
忌
群
馬

教
区
報
恩
法
要
を
衆
僧
二
十
人
と
伝
道
師
二
十
人
・
天
台

宗
並
び
に
延
暦
寺
両
内
局
等
の
随
喜
を
賜
り
奉
修
し
、
祖

師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
を
締
め
括
る
こ
と
が
で
き
誠
に
有
り

難
く
感
無
量
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
七
月
三
日
に
は
伊
勢
崎
市
文
化
会
館
に
於

い
て
、第
十
三
回
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
群
馬
大
会
（
四

年
に
一
度
の
記
念
大
会
）
を
開
催
す
べ
く
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
の
で
後
日
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
も
昨
年
一
昨
年
度
に
続
き
、
疫
病
退
散
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
を
教
区
内
寺
院
へ
お
配
り
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
様
々
な
情
報
を
皆
様
に
発
信
致
し
た
く
、
使
い
や

す
く
わ
か
り
や
す
い
群
馬
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、
是
非
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
に
存

じ
ま
す
。

　
群
馬
教
区
並
び
に
各
種
団
体
に
お
い
て
は
、
感
染
症
拡

大
に
今
後
も
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
関
係
各
位
と
充
分

協
議
の
う
え
適
切
に
対
応
す
る
所
存
で
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
こ
そ
、
宗
祖
大
師
様
の

ご
精
神
を
体
し
て
「
己
を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
」「
一
隅
を

照
ら
す
」
の
旗
印
の
も
と
助
け
合
い
支
え
合
い
、
そ
し
て
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
同
時
流
行
を
防
ぐ
た
め
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実

践
に
て
お
過
ご
し
頂
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
収
束
と
風
雨
順
時
に
し
て
、
心
穏
や
か
な
幸
多
き
年
で

あ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟
会
長

神
宮
　
直
仁

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
檀
信
徒
皆
様
と
輝
か
し
き
令
和
五
年
を
迎
え
ら

れ
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　
い
ま
だ
に
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
は
見
通
せ
ま
せ
ん
が
、
ど
う

か
罹
患
せ
ぬ
よ
う
注
意
し
て
生
活
下
さ
い
ま
せ
。

　
さ
て
、
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
も
檀
信
徒
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
、
本
年
三
月
末
日
の
円
成
に
向
け
て
着
実
に
進

行
し
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
根
本
中
堂
等
の
大
改
修
事
業
は
令
和
九
年
十
二

月
ま
で
延
長
と
な
り
、
引
き
続
き
皆
様
に
ご
支
援
賜
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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群
馬
教
区
で
は
、
令
和
二
年
十
月
、
檀
信
徒
含
め
二
百
四
十
人
規
模
の
延
暦

寺
で
の
大
遠
忌
群
馬
教
区
報
恩
法
要
を
予
定
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延
期
。

翌
年
も
七
月
に
計
画
し
た
が
感
染
者
数
増
加
に
よ
り
断
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
実

に
二
年
越
し
に
法
要
を
実
現
さ
せ
た
。

　
法
要
は
、
三
浦
祐
俊
宗
務
所
長
を
導
師
に
教
区
内
役
職
住
職
十
四
名
が
出
仕

し
て
営
ま
れ
、
天
台
宗
・
延
暦
寺
両
内
局
・
教
区
伝
道
師
等
約
四
十
人
が
随
喜

し
た
。

　
延
暦
寺
会
館
の
瑞
峰
の
間
に
て
集
会
之
儀
が
行
わ
れ
た
後
、
大
行
道
に
て
根

本
中
堂
へ
入
堂
し
、
特
別
に
荘
厳
さ
れ
た
中
陣
で
、『
天
台
の
お
つ
と
め
』、『
伝

教
大
師
和
讃
』
が
随
喜
者
と
も
に
奉
読
さ
れ
、
報
恩
謝
徳
の
想
い
に
堂
内
が
包

ま
れ
た
。

　
法
要
後
の
式
典
で
は
、
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
局
長
を
勤
め
る
阿
部
昌
宏
天

台
宗
宗
務
総
長
が
挨
拶
し
、
そ
の
後
、
三
浦
宗
務
所
長
よ
り
水
尾
寂
芳
延
暦
寺

執
行
に
根
本
中
堂
内
陣
荘
厳
費
が
奉
納
さ
れ
た
。

　
阿
部
総
長
か
ら
は
、
こ
の
度
の
法
要
が
営
ま
れ
た
こ
と
、
伝
教
大
師
巡
錫
ゆ

か
り
の
浄
法
寺
に
て
、
大
師
尊
像
修
繕
と
報
恩
法
要
が
行
わ
れ
た
こ
と
へ
の
、

御
礼
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
上
で
、「
昨
今
の
社
会
情
勢
は
ま
さ
に
末
法
の
世
」

と
言
及
し
、「
現
状
を
打
破
す
る
た
め
、
宗
祖
大
師
の
ご
精
神
を
発
揚
す
る
の

が
宗
徒
及
び
檀
信
徒
の
使
命
」
で
あ
り
、「〈
一
隅
を
照
ら
す
〉
の
旗
印
を
高
く

掲
げ
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
全
て
が
安
定
を
保
ち
平
和
を
享
受
す
る
世
界
へ

と
邁
進
し
た
い
」
と
想
い
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
水
尾
執
行
か
ら
は
、「
宗
祖
大
師
の
五
十
年
ご
と
の
大
遠
忌
は
自
分

自
身
を
鼓
舞
し
、
報
恩
の
心
を
発
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
大
事
な
節
目
で

あ
り
、
群
馬
教
区
の
率
先
垂
範
の
行
動
に
期
待
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述
べ
た
上

で
、
法
要
に
対
す
る
お
祝
い
と
御
礼
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

　
三
浦
宗
務
所
長
は
、
伝
教
大
師
が
巡
錫
さ
れ
た
群
馬
教
区
と
し
て
十
一
年
に

渡
る
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
の
結
願
を
迎
え
る
に
あ
た
り
営
ま
れ
た
、
教
区
法

要
円
成
の
謝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
「
大
遠
忌
を
機
縁
に
私
た
ち
は
天
台
宗

徒
・
檀
信
徒
・
伝
道
師
と
し
て
今
を
生
か
さ
れ
て
い
る
と
心
を
新
た
に
し
、
お

大
師
さ
ま
の
御
遺
徳
を
偲
び
報
恩
謝
徳
の
心
を
込
め
て
日
々
を
過
ご
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
法
要
前
日
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
補
任
祖
山
研
修
に
登
叡
し
て
い
た
伝
道
師
か

ら
は
、
節
目
の
法
要
に
随
喜
し
、『
天
台
の
お
つ
と
め
』『
伝
教
大
師
和
讃
』
を

お
唱
え
出
来
た
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
伝
教
大
師
の
お
心
を
実
践
し
て
い
き
た

い
と
想
い
が
語
ら
れ
た
。

　

令
和
四
年
十
月
四
日
、
群
馬
教
区
で
は
比
叡
山
延
暦
寺
根

本
中
堂
に
お
い
て
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌
群
馬
教
区

報
恩
法
要
を
奉
修
し
、
宗
祖
大
師
に
対
す
る
報
恩
感
謝
を
捧

げ
、
群
馬
県
が
大
師
巡
錫
の
地
で
あ
る
こ
と
を
広
く
周
知
し
、

後
世
に
御
事
蹟
を
伝
え
る
決
意
を
宝
前
で
誓
っ
た
。
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謹

賀

新

年

天
台
宗
群
馬
教
区
宗
務
所
長

長
福
寺
住
職

三
　
浦
　
祐
　
俊

天
台
宗
宗
議
会
議
員

満
勝
寺
住
職

原
　
　
　
徳
　
明

天
台
宗
宗
議
会
議
員

昌
樂
寺
住
職

綾
小
路
　
乘
　
俊

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

遍
照
寺
住
職

長
谷
川
　
広
　
順

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

西
光
寺
住
職

谷
　
　
　
晃
　
昭

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

光
巌
寺
住
職

田
　
中
　
祥
　
順

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

妙
見
寺
住
職

小
　
川
　
晃
　
豊

天
台
宗
群
馬
教
区
役
職
員

天
台
宗
群
馬
教
区
宗
務
副
所
長

龍
藏
寺
住
職

眞
　
木
　
興
　
空

同
　
　
　
　
　
　
財
務
主
任

三
光
院
住
職

安
　
田
　
孝
　
廉

同
　
　
　
　
　
　
教
務
主
任

金
藏
寺
住
職

濵
　
田
　
孝
　
暁

同
　
　
　
　
　
　
社
会
主
任

正
法
院
住
職

藤
　
井
　
祐
　
心

同
　
　
　
　
　
　
庶
務
主
任

聖
徳
寺
住
職

薗
　
　
　
実
　
善

群
馬
教
区
教
学
布
教
法
儀
研
修
所
所
長

龍
性
寺
住
職

小
　
作
　
昌
　
隆

群
馬
教
区
地
方
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

藥
王
寺
住
職

千
　
葉
　
照
　
勲

天
台
宗
群
馬
教
区
議
会
議
員

議
　
長
　
　
　
　
多
野
部

恩
行
寺
住
職

竹
　
村
　
興
　
肇

副
議
長
　
　
　
　
高
崎
部

萬
福
寺
住
職

小
　
出
　
行
　
貴

議
　
員
　
　
　
　
南
前
橋
部

光
琳
寺
住
職

林
　
　
　
祐
　
進

同
　
　
　
　
　
　
北
前
橋
部

淨
土
院
住
職

宮
　
崎
　
興
　
法

同
　
　
　
　
　
　
西
前
橋
部

妙
音
寺
住
職

稲
　
岡
　
亮
　
順

同
　
　
　
　
　
　
富
岡
部

源
正
寺
住
職

纐
　
纈
　
晃
　
寛

同
　
　
　
　
　
　
北
群
馬
部

眞
光
寺
副
住
職

都
　
筑
　
玄
　
恭

同
　
　
　
　
　
　
沼
田
部

龍
泉
寺
住
職

小
　
山
　
宗
　
胤

同
　
　
　
　
　
　
桐
生
部

正
圓
寺
住
職

鈴
　
木
　
正
　
英

同
　
　
　
　
　
　
東
前
橋
部

寶
禪
寺
住
職

高
　
橋
　
賢
　
靖

同
　
　
　
　
　
　
伊
勢
崎
部

正
觀
寺
住
職

觀
　
月
　
祐
　
真

同
　
　
　
　
　
　
世
良
田
部

永
徳
寺
住
職

小
　
林
　
静
　
順

同
　
　
　
　
　
　
下
仁
田
部

吉
祥
寺
住
職

加
　
藤
　
秀
　
樹

同
　
　
　
　
　
　
西
群
馬
部

福
泉
寺
住
職

橋
　
本
　
一
　
順

天
台
宗
群
馬
教
区
主
事

幹
　
事
　
　
　
　
富
岡
部

随
應
寺
住
職

桑
　
原
　
弘
　
順

副
幹
事
　
　
　
　
東
前
橋
部

慈
照
院
住
職

村
　
中
　
祐
　
邦

　
　
　
　
　
　
　
南
前
橋
部

法
蓮
寺
住
職

藤
　
田
　
祐
　
公

　
　
　
　
　
　
　
北
前
橋
部

明
聞
寺
住
職

青
　
柳
　
興
　
裕

　
　
　
　
　
　
　
西
前
橋
部

林
倉
寺
住
職

西
　
林
　
乘
　
仁

　
　
　
　
　
　
　
高
崎
部

法
森
寺
住
職

三
　
浦
　
興
　
寛

　
　
　
　
　
　
　
多
野
部

金
光
寺
住
職

平
　
泉
　
慶
　
人

　
　
　
　
　
　
　
北
群
馬
部

延
命
寺
住
職

寺
　
川
　
行
　
厚

　
　
　
　
　
　
　
沼
田
部

實
相
院
住
職

大
　
岡
　
玄
　
尚

　
　
　
　
　
　
　
桐
生
部

榮
昌
寺
住
職

内
　
田
　
貞
　
淳

　
　
　
　
　
　
　
伊
勢
崎
部

華
藏
寺
住
職

藤
　
井
　
祐
　
幹

　
　
　
　
　
　
　
世
良
田
部

長
樂
寺
住
職

高
　
橋
　
亮
　
秀

　
　
　
　
　
　
　
下
仁
田
部

昌
福
寺
住
職

市
　
川
　
周
　
栄

　
　
　
　
　
　
　
西
群
馬
部

蓮
華
寺
住
職

紺
　
野
　
元
　
嗣

天
台
宗
群
馬
教
区
各
種
団
体

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
本
部
会
長

龍
善
寺
住
職

門
　
倉
　
政
　
仁

群
馬
教
区
布
教
師
会
会
長

観
音
寺
住
職

角
　
田
　
興
　
憲

叡
山
講
福
聚
教
会
群
馬
本
部
本
部
長

西
光
寺
住
職

谷
　
　
　
晃
　
昭

群
馬
教
区
寺
庭
婦
人
会
会
長

光
明
院
内
裏

今
　
村
　
尚
　
枝

群
馬
天
台
青
年
会
会
長

長
松
寺
住
職

長
　
　
　
諒
　
順

天
台
宗
教
職
員
連
盟
群
馬
支
部
支
部
長

禪
養
寺
住
職

小
　
出
　
祥
　
弘

群
馬
教
区
保
育
連
盟
会
長

満
勝
寺
住
職

原
　
　
　
徳
　
明

群
馬
教
区
保
護
司
会
会
長

大
福
寺
住
職

轟
　
　
　
堯
　
順

群
馬
教
区
民
生
児
童
委
員
会
会
長

群
馬
教
区
延
寿
会
会
長

長
松
寺
名
誉
住
職

長
　
　
　
宗
　
順

社
会
福
祉
事
業
推
進
協
議
会
会
長

藥
王
寺
住
職

千
　
葉
　
照
　
勲

群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟

会
　
長
　
　
　
　
富
岡
部

隋
應
寺
檀
徒

神
　
宮
　
直
　
仁

副
会
長
　
　
　
　
西
前
橋
部

妙
見
寺
檀
徒

後
　
閑
　
賢
　
二

同
　
　
　
　
　
　
高
崎
部

天
龍
護
国
寺
檀
徒

塚
　
越
　
芳
　
則

同
　
　
　
　
　
　
伊
勢
崎
部

華
藏
寺
檀
徒

川
　
端
　
　
　
護

監
　
事
　
　
　
　
西
群
馬
部

蓮
華
寺
檀
徒

佐
　
藤
　
輝
　
男

同
　
　
　
　
　
　
桐
生
部

清
泉
寺
檀
徒

鈴
　
木
　
　
　
清

群
馬
教
区
伝
道
師
会
連
盟

会
　
長
　
　
　
　
北
前
橋
部

龍
藏
寺
檀
徒

嶋
　
田
　
　
　
仁

副
会
長
　
　
　
　
北
群
馬
部

眞
光
寺
檀
徒

眞
　
下
　
誠
　
治

同
　
　
　
　
　
　
桐
生
部

清
泉
寺
檀
徒

小
　
内
　
敬
　
一

監
　
事
　
　
　
　
南
前
橋
部

善
光
寺
檀
徒

持
　
田
　
泰
　
良

同
　
　
　
　
　
　
北
前
橋
部

珊
瑚
寺
檀
徒

樺
　
澤
　
伸
　
一

同
　
　
　
　
　
　
北
群
馬
部

眞
光
寺
檀
徒

松
　
村
　
　
　
旭

　
今
か
ら
一
千
二
百
五

年
前
の
八
百
十
七
年
、
宗

祖
大
師
様
東
国
巡
錫
の

お
り
、
錫
を
と
ど
め
て
下

さ
っ
た
群
馬
教
区
と
し

て
、
本
日
、
十
一
年
に
わ

た
る
天
台
宗
祖
師
先
徳

鑽
仰
大
法
会
の
良
き
結

願
を
迎
え
た
く
、
群
馬
教

区
役
職
御
住
職
御
出
仕

の
も
と
、
群
馬
教
区
伝

道
師
、
天
台
宗
並
び
に
、

延
暦
寺
、
両
内
局
の
皆
様

の
御
随
喜
を
賜
り
、
伝
教

大
師
一
千
二
百
年
大
遠

忌
群
馬
教
区
報
恩
法
要

根
本
中
堂

根
本
中
堂  

伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌

伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌

群
馬
教
区
報
恩
法
要
　

群
馬
教
区
報
恩
法
要
　  

宗
務
所
長

宗
務
所
長  

謝
辞
謝
辞

を
、
お
勤
め
で
き
ま
し
た
事
、
誠
に
有

難
く
心
よ
り
御
礼
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
台
宗
、
宗
徒
檀
信
徒
と
し
て
、
今

を
生
か
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
、
心
新
た

に
、
お
大
師
様
の
御
遺
徳
を
偲
び
、
報
恩

謝
徳
の
心
を
込
め
て
、
日
々
を
過
ご
し
、

そ
し
て
、
お
大
師
様
は
群
馬
に
来
ら
れ

ま
し
た
よ
、
浄
法
寺
様
に
は
大
き
な
大

き
な
お
大
師
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

よ
、
と
全
国
津
々
浦
々
ま
で
広
く
伝
え

て
ま
い
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
天
台
宗
並
び
に
、
延
暦
寺

皆
様
の
、
益
々
の
ご
活
躍
と
参
列
の
皆

様
の
御
健
勝
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
今

後
も
引
き
続
き
、
群
馬
教
区
事
業
の
ご

理
解
ご
支
援
の
程
お
願
い
致
し
、
御
礼

の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

　
群
馬
天
台
青
年
会

は
、
令
和
四
年
十
月

十
九
日
多
野
郡
上
野
村

の
慰
霊
の
園
に
お
い

て
、
長
諒
順
会
長
が
御

導
師
を
務
め
、
会
員
五

名
出
仕
の
も
と
、
昭
和

六
十
年
八
月
十
二
日
、

乗
客
、
乗
員
五
百
二
十

人
が
犠
牲
に
な
っ
た
御

巣
鷹
山
日
航
機
墜
落
事

故
の
慰
霊
法
要
を
執
り

行
い
、
犠
牲
者
の
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
し
た
。
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一隅を照らそう

天
台
宗
群
馬
教
区
宗
務
所
長

長
福
寺
住
職

三
　
浦
　
祐
　
俊

天
台
宗
宗
議
会
議
員

満
勝
寺
住
職

原
　
　
　
徳
　
明

天
台
宗
宗
議
会
議
員

昌
樂
寺
住
職

綾
小
路
　
乘
　
俊

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

遍
照
寺
住
職

長
谷
川
　
広
　
順

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

西
光
寺
住
職

谷
　
　
　
晃
　
昭

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

光
巌
寺
住
職

田
　
中
　
祥
　
順

天
台
宗
群
馬
教
区
顧
問

妙
見
寺
住
職

小
　
川
　
晃
　
豊

天
台
宗
群
馬
教
区
役
職
員

天
台
宗
群
馬
教
区
宗
務
副
所
長

龍
藏
寺
住
職

眞
　
木
　
興
　
空

同
　
　
　
　
　
　
財
務
主
任

三
光
院
住
職

安
　
田
　
孝
　
廉

同
　
　
　
　
　
　
教
務
主
任

金
藏
寺
住
職

濵
　
田
　
孝
　
暁

同
　
　
　
　
　
　
社
会
主
任

正
法
院
住
職

藤
　
井
　
祐
　
心

同
　
　
　
　
　
　
庶
務
主
任

聖
徳
寺
住
職

薗
　
　
　
実
　
善

群
馬
教
区
教
学
布
教
法
儀
研
修
所
所
長

龍
性
寺
住
職

小
　
作
　
昌
　
隆

群
馬
教
区
地
方
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

藥
王
寺
住
職

千
　
葉
　
照
　
勲

天
台
宗
群
馬
教
区
議
会
議
員

議
　
長
　
　
　
　
多
野
部

恩
行
寺
住
職

竹
　
村
　
興
　
肇

副
議
長
　
　
　
　
高
崎
部

萬
福
寺
住
職

小
　
出
　
行
　
貴

議
　
員
　
　
　
　
南
前
橋
部

光
琳
寺
住
職

林
　
　
　
祐
　
進

同
　
　
　
　
　
　
北
前
橋
部

淨
土
院
住
職

宮
　
崎
　
興
　
法

同
　
　
　
　
　
　
西
前
橋
部

妙
音
寺
住
職

稲
　
岡
　
亮
　
順

同
　
　
　
　
　
　
富
岡
部

源
正
寺
住
職

纐
　
纈
　
晃
　
寛

同
　
　
　
　
　
　
北
群
馬
部

眞
光
寺
副
住
職

都
　
筑
　
玄
　
恭

同
　
　
　
　
　
　
沼
田
部

龍
泉
寺
住
職

小
　
山
　
宗
　
胤

同
　
　
　
　
　
　
桐
生
部

正
圓
寺
住
職

鈴
　
木
　
正
　
英

同
　
　
　
　
　
　
東
前
橋
部

寶
禪
寺
住
職

高
　
橋
　
賢
　
靖

同
　
　
　
　
　
　
伊
勢
崎
部

正
觀
寺
住
職

觀
　
月
　
祐
　
真

同
　
　
　
　
　
　
世
良
田
部

永
徳
寺
住
職

小
　
林
　
静
　
順

同
　
　
　
　
　
　
下
仁
田
部

吉
祥
寺
住
職

加
　
藤
　
秀
　
樹

同
　
　
　
　
　
　
西
群
馬
部

福
泉
寺
住
職

橋
　
本
　
一
　
順

天
台
宗
群
馬
教
区
主
事

幹
　
事
　
　
　
　
富
岡
部

随
應
寺
住
職

桑
　
原
　
弘
　
順

副
幹
事
　
　
　
　
東
前
橋
部

慈
照
院
住
職

村
　
中
　
祐
　
邦

　
　
　
　
　
　
　
南
前
橋
部

法
蓮
寺
住
職

藤
　
田
　
祐
　
公

　
　
　
　
　
　
　
北
前
橋
部

明
聞
寺
住
職

青
　
柳
　
興
　
裕

　
　
　
　
　
　
　
西
前
橋
部

林
倉
寺
住
職

西
　
林
　
乘
　
仁

　
　
　
　
　
　
　
高
崎
部

法
森
寺
住
職

三
　
浦
　
興
　
寛

　
　
　
　
　
　
　
多
野
部

金
光
寺
住
職

平
　
泉
　
慶
　
人

　
　
　
　
　
　
　
北
群
馬
部

延
命
寺
住
職

寺
　
川
　
行
　
厚

　
　
　
　
　
　
　
沼
田
部

實
相
院
住
職

大
　
岡
　
玄
　
尚

　
　
　
　
　
　
　
桐
生
部

榮
昌
寺
住
職

内
　
田
　
貞
　
淳

　
　
　
　
　
　
　
伊
勢
崎
部

華
藏
寺
住
職

藤
　
井
　
祐
　
幹

　
　
　
　
　
　
　
世
良
田
部

長
樂
寺
住
職

高
　
橋
　
亮
　
秀

　
　
　
　
　
　
　
下
仁
田
部

昌
福
寺
住
職

市
　
川
　
周
　
栄

　
　
　
　
　
　
　
西
群
馬
部

蓮
華
寺
住
職

紺
　
野
　
元
　
嗣

天
台
宗
群
馬
教
区
各
種
団
体

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
本
部
会
長

龍
善
寺
住
職

門
　
倉
　
政
　
仁

群
馬
教
区
布
教
師
会
会
長

観
音
寺
住
職

角
　
田
　
興
　
憲

叡
山
講
福
聚
教
会
群
馬
本
部
本
部
長

西
光
寺
住
職

谷
　
　
　
晃
　
昭

群
馬
教
区
寺
庭
婦
人
会
会
長

光
明
院
内
裏

今
　
村
　
尚
　
枝

群
馬
天
台
青
年
会
会
長

長
松
寺
住
職

長
　
　
　
諒
　
順

天
台
宗
教
職
員
連
盟
群
馬
支
部
支
部
長

禪
養
寺
住
職

小
　
出
　
祥
　
弘

群
馬
教
区
保
育
連
盟
会
長

満
勝
寺
住
職

原
　
　
　
徳
　
明

群
馬
教
区
保
護
司
会
会
長

大
福
寺
住
職

轟
　
　
　
堯
　
順

群
馬
教
区
民
生
児
童
委
員
会
会
長

群
馬
教
区
延
寿
会
会
長

長
松
寺
名
誉
住
職

長
　
　
　
宗
　
順

社
会
福
祉
事
業
推
進
協
議
会
会
長

藥
王
寺
住
職

千
　
葉
　
照
　
勲

群
馬
教
区
檀
信
徒
会
連
盟

会
　
長
　
　
　
　
富
岡
部

隋
應
寺
檀
徒

神
　
宮
　
直
　
仁

副
会
長
　
　
　
　
西
前
橋
部

妙
見
寺
檀
徒

後
　
閑
　
賢
　
二

同
　
　
　
　
　
　
高
崎
部

天
龍
護
国
寺
檀
徒

塚
　
越
　
芳
　
則

同
　
　
　
　
　
　
伊
勢
崎
部

華
藏
寺
檀
徒

川
　
端
　
　
　
護

監
　
事
　
　
　
　
西
群
馬
部

蓮
華
寺
檀
徒

佐
　
藤
　
輝
　
男

同
　
　
　
　
　
　
桐
生
部

清
泉
寺
檀
徒

鈴
　
木
　
　
　
清

群
馬
教
区
伝
道
師
会
連
盟

会
　
長
　
　
　
　
北
前
橋
部

龍
藏
寺
檀
徒

嶋
　
田
　
　
　
仁

副
会
長
　
　
　
　
北
群
馬
部

眞
光
寺
檀
徒

眞
　
下
　
誠
　
治

同
　
　
　
　
　
　
桐
生
部

清
泉
寺
檀
徒

小
　
内
　
敬
　
一

監
　
事
　
　
　
　
南
前
橋
部

善
光
寺
檀
徒

持
　
田
　
泰
　
良

同
　
　
　
　
　
　
北
前
橋
部

珊
瑚
寺
檀
徒

樺
　
澤
　
伸
　
一

同
　
　
　
　
　
　
北
群
馬
部

眞
光
寺
檀
徒

松
　
村
　
　
　
旭

寺
庭
婦
人
会

寺
庭
婦
人
会  

研
修
会

研
修
会

　
群
馬
教
区
寺
庭
婦
人
会
（
今
村
尚
枝
会
長
）
は
、「
伝
教

大
師
様
・
元
三
大
師
様
報
恩
謝
徳
の
旅
」
と
題
し
て
、
令

和
四
年
十
月
十
一
日
に
十
八
名
の
参
加
に
よ
り
三
年
ぶ
り

の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
教
大
師
様
ゆ
か
り
の
浄
法
寺
様
、
又
、
関
東
三
大
師

で
知
ら
れ
る
龍
藏
寺
青
柳
大
師
様
を
参
拝
し
、
心
ひ
と
つ

に
日
々
の
安
寧
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

南
前
橋
部
　
安
養
院
　 

須
藤
　
剛

　
こ
の
度
は
、
比
叡
山
延
暦
寺
に
て
、
三
日

間
の
祖
山
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
法
話
、

止
観
、
礼
拝
行
、
諸
堂
参
拝
の
ほ
か
、
上
原

大
阿
闍
梨
様
か
ら
御
加
持
を
授
か
り
ま
し
た
。

ど
れ
も
心
洗
わ
れ
る
内
容
で
し
た
。
ま
た
、

二
日
目
に
は
、
五
十
年
に
一
度
と
い
う
記
念

す
べ
き
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌
群
馬

教
区
報
恩
法
要
に
も
参
加
で
き
た
こ
と
を
誠

に
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
で
特
に
心
に
響
い
た
こ
と
が

二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
根
本
中
堂
に

鎮
座
さ
れ
て
い
る
伝
教
大
師
様
と
私
た
ち
が

い
る
位
置
が
同
じ
高
さ
に
あ
り
、
そ
れ
は
す

べ
て
の
人
が
仏
の
心
に
な
れ
る
こ
と
で
あ
る

と
教
え
て
い
る

こ
と
。
た
だ
そ

こ
に
近
づ
く
に

は
、
人
間
の
煩

悩
で
あ
る
「
貪

瞋
癡
」
を
振
り

払
う
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
い

う
教
え
で
す
。

　
令
和
四
年
十
月
三
日
よ
り
三
日
間
の
第
四
十
七

回
伝
道
師
補
任
祖
山
研
修
会
に
前
橋
市
の
安
養
院

か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
研

修
は
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌
群
馬
教
区
報

恩
法
要
に
参
加
が
出
来
た
恵
ま
れ
た
内
容
の
研
修

で
し
た
。

　
研
修
で
は
大
書
院
で
の
止
観
実
習
、
根
本
中
堂
で

の
礼
拝
実
習
、
千
日
回
峰
行
の
一
部
で
あ
る
西
塔
か

ら
横
川
に
か
け
て
山
中
諸
堂
を
参
拝
し
な
が
ら
巡
る

体
験
、
音
を
立
て
ず
に
精
進
料
理
を
頂
く
食
事
。
あ

る
程
度
は
知
っ
て
い
た
が
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で

行
の
大
変
さ
を
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
拝
聴
し
法
話
の
時
間
で
は
千
日

回
峰
行
を
達
成
さ
れ
た
群
馬
県
出
身
の
上
原
大
阿
闍

梨
様
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で
上
原
大

阿
闍
梨
様
の
千
日
回
峰
行
の
様
子
を
ビ
デ
オ
で
観
せ

て
頂
い
た
の
で
お
話
を
理
解
し
易
く
良
か
っ
た
で
す
。

　「
一
隅
を
照

ら
す
」と
は「
自

ら
輝
く
こ
と
で

周
囲
の
人
々
を

輝
か
せ
る
」
と

い
う
教
え
を
意

識
し
伝
道
師
と

し
て
努
め
て
行

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

伝
道
師
補
任
祖
山
研
修
を
終
え
て

伝
道
師
補
任
祖
山
研
修
を
終
え
て

生
き
て
い
く
中
で
、
い
か
に
悩
み
な
ど

心
を
苦
し
め
る
考
え
を
取
り
除
く
こ
と

の
実
践
が
心
を
豊
か
に
す
る
こ
と
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、「
一
隅
を
照
ら
す
」
と
は

具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
に
つ

い
て
の
質
問
に
お
い
て
、「
自
分
が
置

か
れ
た
場
所
で
光
と
な
り
周
り
を
照
ら

せ
る
人
に
な
る
こ
と
」
と
教
え
ら
れ
た

こ
と
で
す
。
そ
う
か
、
自
分
が
光
と
な

り
、
困
っ
て
い
る
人
や
悩
ん
で
い
る
人

を
で
き
る
限
り
の
力
で
助
け
る
力
を
養

う
こ
と
な
ん
だ
な
と
つ
く
づ
く
思
い
ま

し
た
。

　
私
は
今
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
人
生
の
先

輩
者
で
あ
る
ご
老
人
に
は
、
や
さ
し
さ

や
労
り
で
接
し
、
未
来
あ
る
こ
ど
も
達

に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
や
前
向
き
な
心
、

成
功
の
喜
び
な
ど
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
「
一
隅
を

照
ら
す
」
の
ご
精
神
を
社
会
に
広
め
る

た
め
の
実
践
活
動
を
伝
道
師
と
し
て
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。�

合
掌

南
前
橋
部
　
安
養
院
　 

須
藤
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予　告 示 寂 一
宗
功
労
者
表
彰

一
宗
功
労
者
表
彰

大
福
寺
住
職	

轟
　
　
堯
順
　
師

瑞
宝
双
光
章

光
琳
寺
住
職	

林
　
　
祐
進
　
師

長
泉
寺
住
職	

村
上
　
澄
順
　
師

施
無
畏
寺
住
職	

大
河
原
庸
俊
　
師

浄
法
寺
住
職	

緑
野
　
智
彦
　
師

法
峰
寺
住
職	

大
須
賀
亮
仁
　
師

明
照
院
住
職	

石
井
　
晃
英
　
師

住
職
三
十
年
勤
続

一
宗
公
職
歴
任

極
楽
寺
住
職	

小
林
　
玄
順
　
師

神
樂
寺
住
職	

細
野
　
順
弘
　
師

妙
音
寺
住
職	

稲
岡
　
亮
順
　
師

常
光
寺
住
職	

堀
越
　
教
之
　
師

布
教
功
労

光
運
寺
住
職	

青
栁
　
照
道
　
師

實
相
院
住
職	

大
岡
　
玄
尚
　
師

叙
勲
叙
勲
及
び
及
び
大
臣
表
彰

大
臣
表
彰

群 馬 天 台2023年／令和 5年 1月 1日 第 90 号

一隅を照らそう

　
恵
雲
山
天
王
院
光
松
寺
は
、
桐
生
市
相
生
町

に
あ
り
、
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
立
像
で
す
。
寺

伝
に
よ
る
と
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
年
）
に
桐

生
市
川
内
町
の
不
老
山
観
音
寺
の
舜
弘
法
印
に

よ
っ
て
開
山
さ
れ
、
当
時
は
新
福
寺
と
称
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
衰
微
し
て
い
ま
し

た
が
貞
亨
三
年
（
一
六
八
六
年
）
に
良
傳
法
印

に
よ
り
中
興
開
山
さ
れ
再
興
さ
れ
ま
し
た
。
元

禄
三
年
（
一
六
八
八
年
）
に
は
、
新
福
寺
と
称

桐
生
部

恵
雲
山

天
王
院

桐
生
市
相
生
町
三
丁
目
二
五

住
職 

小
林 

静
伸

シ
リ
ー
ズ
群
馬
の
寺
々 

第
五
十
一
回

し
て
い
た
の
を
恵
雲
山
天
王
院
光
松
寺

と
改
称
し
以
後
三
百
有
余
年
に
わ
た
り

天
台
の
法
脈
を
つ
た
え
て
い
ま
す
。
現

在
の
本
堂
は
、
天
王
院
開
山
三
百
五
十

年
の
慶
福
事
業
と
し
て
新
築
し
た
も
の

で
す
。

　
境
内
に
歯
佛
様
と
い
う
も
の
が
祀
ら

れ
て
お
り
、
銘
に
聖
徳
二
年
（
一
七
一
二

年
）
に
建
立
さ
れ
た
と
あ
り
、
当
寺

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
年
次
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
　
J
A
ビ
ル

�

令
和
五
年
三
月
十
日
（
金
）

第
十
三
回
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
群
馬
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
　
伊
勢
崎
市
文
化
会
館

�

令
和
五
年
七
月
三
日
（
月
）

山
本 

堯
俊 

師

東
前
橋
部	

正
圓
寺

令
和
四
年
七
月
十
八
日�

百
歳

三
澤 

芳
彦 

師

下
仁
田
部	

中
道
院

令
和
四
年
九
月
一
日�

八
十
五
歳

並
木 

實
修 

師

下
仁
田
部	

霊
山
寺

令
和
四
年
十
一
月
八
日�

八
十
六
歳

新
住
職
紹
介北前橋部 善勝寺

藤原 慈明 師

七
月
十
四
日

令
和
四
年

西群馬部 常樂寺

小出 行賢 師

七
月
一
日

令
和
四
年得

　
　
度

北
群
馬
部 

石
原
寺

千
葉 

照
遼 

師

八
月
二
十
日

令
和
四
年

富
岡
部	

西
林
寺

今
村 

承
道 

師

八
月
二
十
日

令
和
四
年

に
は
昭
和
四
十
三
年

（
一
九
六
八
年
）
に
移
築

安
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

佛
様
に
お
祈
り
す
る
と

歯
の
痛
み
が
治
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
寺
に
は
龍
頭

と
い
う
仏
具
が
江
戸
時

代
よ
り
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
龍
頭
と
は
、
木

ま
た
は
竹
竿
の
先
端
に

龍
の
頭
と
胴
に
あ
た
る

も
の
を
つ
け
た
も
の
で
、

か
つ
て
は
葬
儀
の
「
野
辺

送
り
（
葬
列
）」
に
使
わ

れ
た
「
持
ち
物
」
の
ひ

と
つ
で
す
。
全
部
で
五

体
あ
り
ボ
ロ
ボ
ロ
に
傷

ん
で
い
た
も
の
を
平
成

二
十
四
年
に
修
復
し
ま

し
た
。
現
在
は
出
棺
の
さ

い
に
霊
柩
車
ま
で
の
葬

列
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
季
節
ご
と
に
訪
れ
る

人
を
優
し
く
お
迎
え
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
お
寺

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。


